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1――はじめに 

 

ワクチン接種の利益には、自分の感染や重症化のリスクを下げるという自分自身の利益と、自分の

周りの人の感染を防いだり、さらには、集団免疫の獲得に貢献することで、ワクチン接種を受けるこ

とができない人や重症化リスクの高い人の感染を防ぐという他人への利益がある。しかし、ワクチン

接種は個人にとって、副反応のリスクがある。そのため、ワクチン接種意向が、副反応について感じ

るリスクの大きさと、自分が感染/重症化するリスクを下げる効果について感じる利益の大きさを比

較して決定されるのは自然なことと言える。一方で、人は完全に自分の利益のみを考慮して行動する

わけではなく、利他的な傾向があることが知られている。そうであれば、自分のリスクや利益のみで

なく、他人の感染を防ぐことに対して感じる利益の大きさによっても、ワクチン接種意向が変化する

可能性がある。つまり、個々人の利他性の程度がワクチン接種意向に影響を与えている可能性が考え

られる。 

そこで本稿では、利他性がワクチン接種意向に与える影響を、ニッセイ基礎研究所が実施した独自

の調査を用いて確認した結果を紹介する。結果を先取りしてお伝えすれば、利他的な傾向が強い人は、

新型コロナワクチン接種意向が高い傾向が確認された。また、持病を抱える人や年齢が高い人の接種

意向も高いことが確認され、これは、自分にとっての利益が大きい人の接種意向が高いことを示唆す

る。これらの結果は、個人のワクチン接種意向には、自分にとっての利益に加えて、他人にとっての

利益という要因が、利他性の強い個人に含まれている可能性があることを確認するものである。 

 

2――調査概要 

 

本分析には、ニッセイ基礎研究所が行った独自の WEB アンケート調査のデータを用いた1。このア

 
1 「2021 年被用者の働き方と健康に関する調査」 

 

2021-07-28 

基礎研 

レポート 

ワクチン接種意向に 

利他性は影響を与えるのか 
 

 

 

保険研究部 准主任研究員 岩﨑 敬子  

(03)3512-1882  kiwasaki@nli-research.co.jp 

保険研究部 准主任研究員 村松 容子 

(03)3512-1783  yoko@nli-research.co.jp 

 

ニッセイ基礎研究所 

mailto:kiwasaki@nli-research.co.jp
mailto:yoko@nli-research.co.jp


 

 

2｜               ｜ニッセイ基礎研レポート 2021-07-28｜Copyright ©2021 NLI Research Institute All rights reserved 

ンケート調査の回答は、全国の 18～64 歳の被用者（公務員もしくは会社に雇用されている人）の男

女を対象に、全国 6 地区、性別、年齢階層別（10 歳ごと）の分布を、 2015 年の国勢調査の分布に

合わせて収集した。回答の回収期間は、2021 年 2 月 27 日～2021 年 3 月 26 日で、回答件数は 5,808 

件である。 

 

3――ワクチン接種意向 

 

 本調査で、ワクチンの接種意向は、「ワクチンは今のところ打つつもりだ（すでに打った）」に「あてはまる」と

回答したかどうかで計測した。回答の分布は図 1 の通りで、回答者のうち、約 28%が「当てはまる」と回答した。 

 

 

 

4――利他性の計測 

 

 利他性の計測には、独裁者ゲームと呼ばれる実験で使われる以下の質問の回答を用いた。 

 

「あなたは、今調査会社から１０００円を渡されたとします。この１０００円を、日本人全体からラ

ンダムに選ばれただれかと、あなたが決めた配分で分けることができるとします。あなたはどのよう

に配分しますか。」 

 

回答の分布は図１の通りである。もし回答者が完全に利己的であるならば、日本人の誰かから選ば

れた人に１円でも分けてあげることはなく、「自分に１０００円、相手に０円」を選ぶはずである。し

かし、回答者の分布をみると、「自分に１０００円、相手に０円」と選択した人は、回答者の 26％程度

で、50％に近い人が「自分に５００円、相手に５００円」という配分を選択した2。さらに、「相手に１

０００円、自分に０円」という選択も 4％程度見られた。 

 
2 本来であれば、実際に金銭の授受を行い、回答の正確性を担保する必要があるが、本調査では、1000 円を受け取った場合

を想定して回答頂いたものである。今回の調査では、相手に分ける額の平均は 300 円～400 円であった。先行研究

（Camerer, 2003) * によると、これまで行われた多くの独裁者ゲーム実験では、平均的に見て、配分者は自分の持ち分の

20%程度を配分することが確認されている。本調査での研究で相手に配分した割合 30~40%程度と、20%よりも多い割合とな

っており、実際に金銭の授受を伴わない仮定の質問であったことが、より利他的な回答傾向を示す要因になっている可能性

が考えられる。 

*Camerer, C. F.（2003） Behavioral Game Theory, Princeton University Press. 

図1.ワクチン接種意向

「ワクチンは今のところ打つつもりだ（すでに打った）」

あてはまる 
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5――ワクチン接種意向と利他性及び他の要因との関係 

  

 では、ワクチンの接種意向と利他性にはどのような関係があるのか。これを確認するため、利他性

を説明変数とし、ワクチン接種意向の有無を被説明変数とした最小二乗法及び、プロビットによる推

定を行った。推定結果は表１の通りである（列１が最小二乗法による推定結果で、列２がプロビット

による推定結果）。利他性は、前項で紹介した１０００円の配分について、相手に配分する金額が大き

いほど値が大きくなる変数とした（自分に１０００円の場合は１、相手に１０００円の場合は１１を

取る連続変数）。この結果、最小二乗法による推定でも、プロビットによる推定でも、利他性の変数は

正に統計的に有意であることが確認され、利他性が大きいほど、ワクチンの接種意向が高い傾向があ

ることが確認された。 

 さらに、他の要因との関係についても調べた（同じく表 1）。 

まず、同居家族がいない人の接種意向が低いことも確認された。これは、同居家族への感染を防ぐ

という意識がワクチン接種意向に影響を与えている可能性を示唆する。これを利他性と捉えることも

できるが、同居家族に感染させることで、自分の生活に影響があるという側面もあるので、一概に利

他的な要因と捉えることはできない点に注意が必要である。 

 また、新型コロナの重症化リスクが高いと言われている、肥満、心臓病、喫煙者において、ワクチ

ンの接種意向が高い傾向が見られた。さらに、年齢が高いほど、ワクチンの接種意向が高い傾向も見

られた。これらは、自分にとってワクチン接種の利益が大きい人の方が接種意向が高いことを確認す

る結果と捉えることができるだろう。 

加えて、身近な友人・知人や会社の同僚が新型コロナウイルスに感染した人は、ワクチンの接種意向

が高い傾向があることが示された。この傾向は、周りの人が感染すると、自分の感染リスクを大きく感じる可能

性があることを表している可能性がある。さらに、新型コロナの感染者は収束しておらず、周りの人が感染した

という人は増え続けており、その影響を受けて、ワクチン接種意向は今後さらに高まる可能性も示唆される。 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

自分に０円、相手に１０００円

自分に１００円、相手に９００円

自分に２００円、相手に８００円

自分に３００円、相手に７００円

自分に４００円、相手に６００円

自分に５００円、自分に５００円

自分に６００円、相手に４００円

自分に７００円、相手に３００円

自分に８００円、相手に２００円

自分に９００円、相手に１００円

自分に１０００円、相手に０円

図2. 利他性の分布

「あなたは、今調査会社から１０００円を渡されたとします。この１０００円を、日本人全体からランダムに

選ばれただれかと、あなたが決めた配分で分けることができるとします。あなたはどのように配分しますか。」
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表 1. ワクチン接種意向と利他性及び他の要因との関係 
 (1) (2) 
 OLS Probit 

利他性 0.00498** 0.0150** 
 (0.00212) (0.00695) 

同居家族無し -0.0374*** -0.123*** 

 (0.0126) (0.0416) 

肥満である 0.0366** 0.116** 
 (0.0160) (0.0474) 

血圧を下げる薬を服用している 0.0712*** 0.191*** 
 (0.0272) (0.0740) 

インスリン注射、または血糖を下げる薬を服用している -0.0419 -0.127 
 (0.0436) (0.129) 

心臓病（狭心症、心筋梗塞等）にかかっているといわれたり、 0.125** 0.348*** 

治療を受けたことがある (0.0504) (0.134) 

慢性の腎不全にかかっていると言われたり、 0.0535 0.182 

治療（人工透析）を受けたことがある (0.0615) (0.176) 

現在タバコを習慣的に吸っている 0.0760*** 0.226*** 
 (0.0181) (0.0511) 

新型コロナ感染（自分か家族） 0.101 0.317 
 (0.0918) (0.247) 

新型コロナ感染（身近な友人・知人） 0.182*** 0.507*** 
 (0.0562) (0.146) 

新型コロナ感染（会社の同僚） 0.102*** 0.288*** 
 (0.0351) (0.0953) 

女性ダミー 0.0508*** 0.165*** 
 (0.0139) (0.0437) 

年齢 0.00374*** 0.0120*** 
 (0.000541) (0.00171) 

仕事内容（管理職） 参照カテゴリー 参照カテゴリー 

仕事内容（事務職） -0.0390+ -0.101 
 (0.0269) (0.0763) 

仕事内容（事務系専門職） 0.00603 0.0312 
 (0.0347) (0.0981) 

仕事内容（技術系専門職） -0.0217 -0.0512 
 (0.0275) (0.0778) 

仕事内容（医療福祉、教育関係の専門職） 0.0672* 0.199** 
 (0.0355) (0.0974) 

営業職 -0.0847*** -0.253*** 
 (0.0296) (0.0891) 

販売職 -0.0124 -0.0187 
 (0.0408) (0.122) 

生産、技能職 -0.0911*** -0.288*** 
 (0.0279) (0.0848) 

接客サービス職 -0.00694 0.00147 
 (0.0341) (0.101) 

運輸、通信職 -0.0999*** -0.316** 
 (0.0375) (0.127) 

その他 -0.0872** -0.265** 
 (0.0390) (0.126) 
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表 1. ワクチン接種意向と利他性及び他の要因との関係（続き） 

 (1) (2) 

 OLS Probit 

年収（300 万円未満） 参照カテゴリー 参照カテゴリー 

年収（300-700 万円未満） 0.0533*** 0.176*** 
 (0.0149) (0.0484) 

年収（700-1000 万円未満） 0.0882*** 0.275*** 
 (0.0232) (0.0694) 

年収（1000-1500 万円未満） 0.122*** 0.366*** 
 (0.0356) (0.0991) 

年収（1500 万円以上） 0.0798 0.246 
 (0.0655) (0.182) 

年収（収入はない） -0.0791 -0.488 
 (0.0779) (0.501) 

年収（わからない、答えたくない） -0.0252 -0.0906+ 
 (0.0176) (0.0623) 

切片 0.00592 -1.494*** 
 (0.0415) (0.131) 

サンプルサイズ 5808 5808 

自由度修正済決定係数（Probit では疑似） 0.050 0.047 

注）被説明変数は、「「ワクチンは今のところ打つつもりだ（すでに打った）」に当てはまる場合１を取り、それ以外の場合に 0 を取る

ダミー変数。( ) 内には頑健な標準誤差を表示。 + p<0.15、* p<0.10、 ** p<0.05、 *** p<0.01 

 

6――おわりに 

   

コロナワクチンの接種が進む事が、社会的な利益につながることは、すでに多くの人々の間で認識

されているのではないだろうか。しかし、ワクチンを接種するかどうかを最終的に判断する個々人の

副反応のリスクがゼロではない状況の中で、その個人が社会的な利益を重視する程度は、その人の利

他性の程度によって異なると考えられる。本稿では、ニッセイ基礎研究所が実施した独自の WEBアン

ケート調査を用いた分析で、実際に、利他性が高い個人のワクチン接種意向が高い傾向があることが

確認された、という結果を紹介した。さらに、ワクチン接種のメリットが個人的に大きい人のワクチ

ン接種の意向が高い傾向も確認された。これは、利他性の強い個人は、ワクチン接種の社会的なメリ

ットが要因となっている可能性があることを示す一方で、自分自身のメリットを感じない限りは打た

ない、という判断をする人も当然いることを示していると考えられる。 

そうした中で、社会としてワクチン接種を進めていくためには、現在政府をはじめ様々な団体等に

よって行われているように、ワクチンを打つことによるメリットと副反応のリスクについて、正確な

情報を発信していくことがまずは重要だろう。さらに、個々人がワクチンを接種することのメリット

につながるような政策が有効な可能性も考えられる。例えば、米国のオハイオ州で、1 億円超が当た

る宝くじが発行されて、接種者が増えたという取り組みは記憶に新しい3。また、2021年 7月 26日か

 
3 日本経済新聞 (2021 年 5 月 21 日)「米でワクチン特典競争「1 億円くじ」に接種促進効果も」

https://www.nikkei.com/article/DGXZQOGN21E980R20C21A5000000/ (2021 年 7 月 16 日アクセス) 

https://www.nikkei.com/article/DGXZQOGN21E980R20C21A5000000/
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ら申請が始まる「ワクチンパスポート」が取り入れられることで4、それが差別につながらないような

検討がされた上で、様々な優遇を得られることになった場合は、個人のワクチン接種のメリットが高

まることで、接種意向が高まる可能性も考えられるだろう。 

 
4 時事ドットコムニュース（2021 年 7 月 11 日）「接種証明申請、２６日から 加藤官房長官」 

https://www.jiji.com/jc/article?k=2021071100172&g=soc（2021/7/16 アクセス） 

https://www.jiji.com/jc/article?k=2021071100172&g=soc（2021/7/16

